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特集

次世代モビリティ機器を実現するヘテロインテグレーション
技術論文特集の発行にあたって

次世代モビリティ機器を実現するヘテロインテグレーション技術論文特集編集委員会

委員長　　石 榑　崇 明

昨今のエレクトロニクス業界は，iPhone依存の製品

開発から脱しつつあり，「モビリティ」というキーワ

ードも，以前ほど，スマホやタブレットのみを示して

い る と は 言 え な く な っ て き て い る．1980年 代，

WALKMAN IIの登場で，自分の好きな音楽を外にも

ち出せるようになったことに大きな感動を覚えて以

降，コンピュータ，テレビ，電話と，次々に現れた「モ

ビリティ機器」に心と時間を奪われてきた．次は何を

もち出すのだろうか？　筆者に夢がないのか，それと

も筆者の発想力が弱いのか，思い当たるものがない．

次世代モビリティ機器は，もともとモビリティを有す

る自動車のための機器と考えられているような気がし

てならない．自動運転技術は，実現してほしい技術に

ほかならないが，筆者がかつて見たSF映画の中では，

未来の自動車は空を飛んでいたイメージのほうが強い

（自動運転だったであろう）．

そのような考えの筆者が，14回目を迎える電子実装

技術に関する論文特集の編集委員長を拝命した．特集

課題は「次世代モビリティ機器を実現するヘテロイン

テグレーション技術」である．筆者の専門は，光通信

素子技術であり，光ファイバで繋がれた，モビリティ

の低い機器と縁が深い．その筆者が編集委員に名を連

ねること自身が，「ヘテロインテグレーション」であ

った．それ故，次世代モビリティ機器を実現するヘテ

ロインテグレーション技術とはなにか？　について，

真摯に考える機会を頂いた．筆者の専門分野でも，シ

リコンチップ内に光回路を実現する「シリコンフォト

ニクス技術」が，近年のホットなテーマであり，光源

となるIII―V族系半導体とシリコンとの「ヘテロイン

テグレーション技術」が有望視されている．結局，分

野にも技術にも「ヘテロ」が望まれているのかもしれ

ない．真摯に考えた割には，明快な解ではない．だか

らこそ，今回の特集が「次世代モビリティ機器を実現

するヘテロインテグレーション技術とはなにか？」の

ヒントとなることを願っている．

最後に，本特集発行にあたり御協力頂いた，著者，

査読者，編集委員はじめ多くの関係者各位に心より謝

意を表する．
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